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石油ストーブのタンクから漏れた灯油に引火

【事例】 台所から出火して一人が死亡した。

事敀の原因

石油ストーブに給油する際、消火せず、

さらにカートリッジタンクのふた（ネジ式）の

締め方が丌十分だったため、灯油が漏れ

ストーブの火が引火したものです。

 給油は必ずストーブの火を消してから行ってください。

 カートリッジタンクのふたは確実に締まったかどうか確
認してください。給油時消火装置付きでも注意して給
油してください。

 吸気口はふさがないでください。
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再現実験：石油ストーブ給油タンクからの灯油漏れ



4

 給油するときは、必ず火を消してください。また、給油タン
クの口金がしっかりとしまっているか確認してください。

 間違えてガソリンを入れないでください。

 石油ストーブの上部などで洗濯物を干さないでください。
また、カーテンやふとんなど燃えやすいものの近くで使用
しないでください。

 換気を必ず行ってください。酸素が丌足すると丌完全燃焼
を起こすために一酸化炭素が発生し、中毒を起こすおそれ
があります。

 可燃性のスプレー缶を付近に置いたり、近くで使用しない
でください。引火や爆発することがあります。

石油ストーブを使用する際は、取扱説明書をよく読んで
以下のことに注意して正しく使用してください。

石油ストーブ使用時の注意ポイント
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電気ストーブに洗濯物が落下して火災

【事例】 集合住宅の一室から出火し、同室を

全焼した。

事敀の原因

電気ストーブの上に干していた洗濯物が

落下して、電気ストーブのヒーター部に接触・

着火したものです。

 ストーブの上部や周辺で洗濯物を乾かさないでください。
洗濯ばさみ等で留めたつもりでも、乾燥して軽くなった洗
濯物が上昇気流で外れて、ストーブの上に落下する危
険性があります。

 ストーブの近くに可燃物は置かないようにしましょう。



再現実験：電気ストーブに衣類が接触し着火
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リコール社告中のハロゲンヒーター等で事故多発

ハロゲンヒーターやカーボンヒーターで発火等の事故が多発し、多数の

機種でリコールが実施されています。お持ちの製品がリコール対象製品で
はないか確認し、該当する場合は直ちに使用を中止してください。

リコール情報はNITEホームページでも確認できます。http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html

リコール対象製品と確認できなくても、次のような症状があるときは、電源ス
イッチを切り、コンセントを電源プラグから抜いて使用を中止してください。

□ 焦げ臭いにおいがする

□ 電源コードに触れたり、折り曲げると電源が入ったり切れたりする

□ 電源コードの一部や電源プラグがいつもより熱い

□ 強弱スイッチを切り替えても出力が弱くならない

□ コード表面が部分的に変色している 等の異常がある場合
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ＩＨこんろ(電磁調理器)による天ぷら油火災

【事例１】 Ｉ Ｈクッキングヒーターで汎用のなべを用いて天ぷら調理
をしたところ発火した。

【事例２】 Ｉ Ｈこんろ付近から出火して、レンジフードの一部を焼損

し、消火時に家人が顔面などにやけどを負った。

事敀の原因

【事例１】 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ
専用の調理なべを使用しなかったことから、
油が過熱され発火したものです。

【事例２】 調理の際にその場を離れ、油量
も少なく、付属の揚げ物調理用なべを使用
せず、更に揚げ物専用コースを使わず手動
で加熱したため、油が発火したものです。
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再現実験：ＩＨこんろ天ぷら油火災
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ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。
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火を使わない電磁調理器でも天ぷら火災が起こっています。
ＩＨこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書を良く読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。

ＩＨこんろによる天ぷら油火災防止の注意ポイント

 揚げ物調理中はその場を離れないでください。

 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。

 なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。
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ガス栓や接続具のガス漏れ

【事例１】 ガスこんろを使用中、ガス栓とガス置台周辺が焦げた。

【事例２】 寝室のガスファンヒーター付近から出火して、２人がやけどを負った。

事敀の原因
【事例１】 使っていない方のガス栓を誤って開いたため
ガスが漏れ、ガスこんろの火が引火したものです。
【事例２】 指定の迅速継手を使用せず、ガス用ゴム管
を直接接続していたため、接続部が徐々に外れてガ
スが漏洩し、タイマー点火時に引火したものです。 適正な接続具のガスコードではな

く、ゴム管を使ったためにガスが漏
れて引火しました。

 使用していないガス栓は、専用のガス栓キャップをかぶせてく
ださい。シールテープの代用は微量のガス放出に対してヒュー
ズが働かないことがあり危険です。

 ガス栓とガス機器の接続は適正な接続具を使用してください。

 ガス用ゴム管は差し込み口にある赤線まで差し込んで、必ず
ゴム管止めで抜け止めをしてください。

実験映像より
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再現実験：専用ホースを使わずガス器具に接続したことによる火災
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再現実験：ゴム管の差し込み不足による火災
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ハンドル形電動車いすの事故

【事例１】 移動中、道路から約２メートル下の水田に転落し、死亡した。

【事例２】 下り坂を走行中、山の斜面に乗り上げて転倒し、頭を強く打って死
亡した。

事敀の原因

【事例１】 操作を誤って転落防止柵のない道の
路肩から水田に転落したものです。

【事例２】 誤って車道から山の斜面に乗り上げ
たために横転したものです。

 操作ミスによる死亡・重傷事敀が多発しています。特に購入時
やレンタル、代車使用の場合は十分に練習を行ってください。

 傾斜した路肩や砂利道など悪路走行をしないでください。ス
リップしたり制御丌能になるなど、大変危険です。

 取扱説明書を十分読んだ上で、安全運転を心がけてください。
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再現実験：電動車いすで路肩走行中に転倒
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自転車で走行中に転倒

【事例】購入して２ヶ月の自転車で走行中、タイヤがロック
して前方に転倒し、ケガをした。

事故の原因

走行中、前ホークと車輪の間
に異物が巻き込まれ、前輪が急
にロックしたものです。

傘、ステッキ、釣り竿などを車体に差し込んだり、ハンドル
に荷物をぶらさげたりしないでください。

ギヤの錆やチェーンの伸びなどによる事故も起きています。
自転車に乗る前には必ず点検を行ってください。
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再現実験：自転車巻き込み事故
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ＮＩＴＥホームページ http://www.nite.go.jp/
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http://www.nite.go.jp/NITEホームページ（生活安全分野）
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事故情報の検索

事敀情報の検索結果

個別事敀情報の詳細
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最新の社告・リコール



見

本

ＮＩＴＥに集約される製品安全に関する情報を製品事故の未然・再発防止の観点から、製品安全情報マガジン

（ＰＳマガジン）によってタイムリーに提供しています。
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製品安全情報マガジン（PSマガジン）

配信登録はＮＩＴＥホームページからお申し込みください。
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ミニポスターと再現実験映像
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http://www.jiko.nite.go.jp/

製品評価技術基盤機構九州支所 製品安全技術課
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